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異業種の特徴的なビジネスモデルを理解し、自社ビジネスへの転用方法につい
て学ぶ。
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普段意識もしないビジネスの形について「ビジネスモデル」というモデルに照らすと様々な特徴が浮き彫りになった。各業界の様々なモデルを紹介する講義では、他業界
のビジネスが自社でも通じるという発見を得られました。
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第1回 異業種からの移植の例（1）
ゲスト：成定 竜一氏（高速バスマーケティング研究所）

第2回 異業種からの移植の例（2）
第3回 異業種のビジネスモデルを見る視点（1）

ゲスト：山本 梁介氏（スーパーホテル会長）
第4回 異業種のビジネスモデルを見る視点（2）

ゲスト：齋藤 昭生氏（株式会社エイジス代表取締役社長）
第5回 異業種のビジネスモデルを見る視点（3）

ゲスト：櫻田 圭子氏（株式会社宝島社マーケティング本部長）
第6回 ビジネスモデル移植における課題

ゲスト：菅原 信氏（日本ヒルティ株式会社 技術本部長）

【概要】
ビジネスモデル（儲ける仕組み）を構築するには、全く新しいモデルを一から作る方
法と他社のモデルをヒントにする方法があります。ただし、前例のないモデルを一か
ら作るのは大変な上、同業他社のマネをしていては、価格競争になってしまいます。
そこで有効なのが、異業種からヒントを得る方法です。実際に成功したビジネスには、
多種多様な異業種の事例を参考にしているか、参考にしていなくても雛形があるケー
スが多くみられます。
「裁定取引」「ポートフォリオ」「レベニュー・マネジメント」「ジレットモデル」
「ネットワーク効果」「フリーミアム」などの定番ものから、既存ビジネスモデルを
離れるリスクをコントロールし変革を果たした事例を、ゲストを招いて具体的に紹介
します。


